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第２回　和光市水道事業審議会　会議録

管路更新等の施設更新の資料が令和６年度までしか記されてない

資料は令和６年度までの１０か年の施設更新計画であり現在施行中のもの。

令和７年度からの１０か年の計画は現在準備中。

詳細な計画は令和６年度までだが、長いスパンでの大枠での計画「水道ビジョン」がある。

経営戦略での算定は水道ビジョンに基づいて行われている。

【質疑応答】

料金算定期間を令和６年度から５年とした根拠

令和９年度の赤字化/資金ショートを回避することを考慮した期間設定

資料に沿った説明

資料に沿った説明

問

答

和光市水道事業審議会条例第５条第４項に基づく議長の決定（秋葉副会長）

　今後安定した事業運営をしていく上でどれだけの事業費用がかかるのか、その費用をまかなうために必要な水

道料金がどのくらいになるか、水道事業全体ベースでの検討となる。基本料金と使用水量に合わせた料金のバラ

ンスの検討までを本日審議していただきたい。

市役所３階　監査室

14時00分

15時00分

その他

事務局
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和光市水道事業審議会条例第６条第２項に基づく会議成立の確認

市民参加条例の規定に基づく会議の公開、会議録の公表、会議録作成のための録音の確認

令和5年6月12日
傍聴者

和光市水道事業経営戦略の検証及び料

金改定について

事務局

【議題１】和光市水道事業経営戦略の検証及び料金改定について

配布資料の確認

上下水道部長挨拶

問

答

　現行の水道料金を見直さないまま水道事業を経営していくと、施設の老朽化対策等の費用のほか、原油

価格や物価高騰の影響をうけた事業費用の増加により、令和９年度には資金がショートする見込みであ

る。なお、前回審議会資料では令和１０年と予測していたが、最新の令和４年度決算見込み値で再計算し

たところ変更となった。

資金ショートしないために必要な料金の算定について

資料に沿った説明

資料に沿った説明

資料に沿った説明

上下水道部長

次長兼企業経営課長

企業経営課調整幹

水道施設課長

企業経営課課長補佐

企業経営課統括主査

伊藤 英雄

本橋 勝己

矢萩 美和

審議会委員

欠席

長坂 敏史

深井 宏之

野口 智一

成田 真作満

浜口 武

佐々木 好評

関口 泰典

出席

秋葉 道宏

藤田 則章

反町 耕記

松澤 つぎ子



【議題２】その他

今回の審議内容を受けて改定水道料金を算出し、具体的な水道料金を提示しご審議いただく。

適正な水準を維持していくために算出した総括原価につきまして、固定費の４０％を準備料金へ配分することで

料金算定をするということでよろしいでしょうか？

（意見なし）

では（反対が）いないということですので、議題については終了します。

次回 第3回審議会は、8月21日（月）午後2時から を予定

資金がショートするタイミングが変わったとのことだが、そのことで料金の改定額に影響はあるか？

そこを予測で入れることはできないが、もし県の料金が変わるとしてもすぐに上がるということはなく、情報が

入ってから半年～１年といった期間をもって上げると思われるため、その時に改めて考慮する。

営業費用に見込んでいる数値は？

令和５年度予算での単価を元に、使用量をかけて算出したもの

　令和２年３月に策定された経営戦略の見直しを行ったわけだが、当時とはかなりの差異が出ている。コロナ禍

といわれる数年間、建設改良について当時の計画どおりには行えず、その分資金ショートのタイミングが後ろ倒

しになった。そして令和４年度決算を加味して試算したところ、今度はそこから１年前倒しになった。

次回審議会ではそれらを踏まえ、詳細な料金設定を提示する。

営業費用に受水費とあるが何か？

埼玉県営水道から県の水を買っている費用

埼玉県のこの料金が改定されるということはあるか？

県からの情報がなく「分かりません」としか答えられない。

ただし県においても配水等に大量の電気を使っているので、今後どうなるかは想像に難くない。

県の費用は変わらないのか？

企業債のことなどもあり、なかなか説明が難しい。

ご質問の部分（建設改良費の内訳）に関しては、次回の審議会で資料を用意して説明する。

近隣市において料金改定をした自治体等あれば、分かる範囲でその内容や影響を教えてほしい。

朝霞市において、令和４年１１月の検針分から行われた。

問

平均改定率 約12％

【議員の反応】

料金改定が唐突に行われただとか、水面下で動いていたといったネガティブな反応はなく、概ね受け入れられ

た。

【市民の反応】

パネル展示を実施し、その際にアンケートを取った。その結果として、

「企業努力も必要だが、値上げは仕方ないと思う。」

「料金改定の必要性は分かるが、あまり家計に響かないようにしてほしい」

など、９割以上が料金改定の必要性を理解、もしくはやむを得ないといった内容であった。

朝霞市の料金の算出方法もあまり変わりないものなのか？

大枠でいえば同じだが、基本料金と従量料金の部分などで自治体ごとに差異がある。

施設更新等に費用が掛かるので料金改定が必要であるということであったが、その費用は（２ページ下の表の）

どこに含まれているのか？

資産維持費7.3億円に含まれている。

建設改良費が単年でもこれくらいあり、ここに示されていた額では合わないのでは？

問

答

問

答

問

問

問

答

答

答

問
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秋葉副会長

事務局

答

答

問

答

問


